
議案第２３号

令 和 ３ 年 度

五 所 川 原 市 水 道 事 業 会 計 予 算 書



令和３年度五所川原市水道事業会計予算

（総　　　則）
第１条　令和３年度五所川原市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）
第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。
（１）
（２）
（３）
（４）

（収益的収入及び支出）
第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。
　　　収　　　　入
第１款　水道事業収益
第１項
第２項
第３項

　　　支　　　　出
第１款　水道事業費用
第１項
第２項
第３項

（資本的収入及び支出）
第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 ５２０,０２５千円は、
　当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 ４７,２５１千円、当年度分損益勘定留保資金 ４７２,７７４千円で補てんするも
　のとする。）。

　　　収　　　　入
第１款　資本的収入
第１項
第２項
第３項

　　　支　　　　出
第１款　資本的支出
第１項
第２項
第３項

給 水 戸 数 ２２,３４６ 戸
年 間 総 給 水 量 ５,４１３,３４０ ㎥
一 日 平 均 給 水 量 １４,８３１ ㎥
主要な建設改良事業 七和配水池大規模改修事業、配水管布設替事業

１,４９０,６０８ 千円
営 業 収 益 １,４１６,２７４ 千円
営 業 外 収 益 ７４,３３３ 千円
特 別 利 益 １ 千円

１,４４１,３１２ 千円
営 業 費 用 １,３３５,８５０ 千円
営 業 外 費 用 １０４,４６２ 千円
特 別 損 失 １,０００ 千円

４２５,３０１ 千円
企 業 債 ４２４,５００ 千円
工 事 負 担 金 １ 千円
補 助 金 ８００ 千円

９４５,３２６ 千円
建 設 改 良 費 ５３６,０２３ 千円
企 業 債 償 還 金 ４０２,７５７ 千円
補 助 金 精 算 金 ６,５４６ 千円
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（債務負担行為）
第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

（企業債）
第６条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

（一時借入金）
第７条　一時借入金の限度額は、２００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）
第８条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。
（１）各項に計上した経費の予定額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項間の流用。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）
第９条  次に掲げる経費については、これらの経費の金額を、これらの経費のうち他の経費の金額に、若しくはこれら以外の経費の金額に流用し、
又はこれら以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。
（１）
（２）

（たな卸資産購入限度額）
第１０条　たな卸資産の購入限度額は、６７,５７８千円と定める。

令和３年２月２６日提出

五所川原市長　　佐々木　孝　昌

事　　　　項 期　　　　間 限　　度　　額

起 債 の 目 的 限 度 額 起　債　の　方　法 利　　　　率 償 還 の 方 法

年３．０％以内 借入先の融資条件による。ただし水
 水道施設建設事業に充て　 道事業会計予算の都合により繰上償
 るため 還又は低利に借り換えることができ

る。

職 員 給 与 費 １５５，２７１ 千円
交 際 費 ２０ 千円

配水管布設替工事設計業務 令和４年度から令和４年度まで １３，０００千円

配水管布設替工事 令和４年度から令和４年度まで ２００，０００千円

４２４，５００千円 普通貸借 （ただし、利率見直し方式とした場
合にあって、利率の見直しを行っ
た後は、当該見直し後の利率）
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予 算 に 関 す る 説 明 書
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地方公営企業法第２５条及び同法施行令第１７条の
２ の 規 程 に 基 づ く 予 算 に 関 す る 説 明 書

１ 令 和 ３ 年 度 五 所 川 原 市 水 道 事 業 会 計 予 算 実 施 計 画

２ 令和３年度五所川原市水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

３ 令 和 ３ 年 度 五 所 川 原 市 水 道 事 業 会 計 給 与 費 明 細 書

４ 債 務 負 担 行 為 に 関 す る 調 書

５ 令 和 ３ 年 度 五 所 川 原 市 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表

６ 令 和 ２ 年 度 五 所 川 原 市 水 道 事 業 予 定 損 益 計 算 書

７ 令 和 ２ 年 度 五 所 川 原 市 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表
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１　令和３年度五所川原市水道事業会計予算実施計画

(収益的収入及び支出）

収 入

款 項 目 予定額 (千円） 備　　　　　　　　　　　　　　考

水 道 事 業 収 益 １,４９０,６０８ 水道事業の経営活動全般から生ずる収益

営 業 収 益 １,４１６,２７４ 主たる営業活動から生ずる収益

給 水 収 益 １,４１１,８４３ 水道料金

受 託 工 事 収 益 １ 受託による給水工事収益

その他の営業収益 ４,４３０ 上記以外の収益

営 業 外 収 益 ７４,３３３ 主たる営業活動以外の収益

受 取 利 息
及 び 配 当 金

２００ 預金利息

他 会 計 負 担 金 ５,５０８ 職員給与費に対する一般会計からの負担金等

加 入 金 ２０,９０５ 新規水道加入者による収益

長期前受金戻入 ４２,３７６ 長期前受金の減価償却見合い分を収益化したもの

雑 収 益 ５,３４４ 行政財産使用料ほか雑収入

特 別 利 益 １ 当年度の経常的収益から除外すべき利益

過年度損益修正益 １ 前年度以前の損益の修正で利益の性質を有するもの
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支 出

款 項 目 予定額 (千円） 備　　　　　　　　　　　　　　考

水 道 事 業 費 用 １,４４１,３１２ 水道事業の経営活動全般から生ずる費用

営 業 費 用 １,３３５,８５０ 主たる営業活動から生ずる費用

原水及び浄水費 ５１１,５３１
水源かん養、原水の取入れ及び原水のろ過、滅菌に
係る設備の維持及び作業に要する費用

配水及び給水費 １５９,６７９
配水管、同附属設備及び配水に係る維持、作業に要
する費用

業 務 費 ８１,８２４ 検針及び徴収事務並びに営業事務に要する費用

総 係 費 ５５,５０４ 一般管理に要する費用

減 価 償 却 費 ４５５,７９７ 固定資産の減価償却費用

資 産 減 耗 費 ７１,５１５ 固定資産の資産減耗費用

営 業 外 費 用 １０４,４６２ 金融及び財務活動に伴う費用

支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費

８１,７５０ 企業債利息に要する費用

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

２２,７１２ 消費税及び地方消費税に要する費用

特 別 損 失 １,０００ 当年度の経常的費用から除外すべき損失

過年度損益修正損 １,０００ 前年度以前の損益の修正で損失の性質を有するもの
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(資本的収入及び支出）

収 入

款 項 目 予定額 (千円） 備　　　　　　　　　　　　　　考

資 本 的 収 入 ４２５,３０１ 建設改良に対する収入

企 業 債 ４２４,５００ 企業債の発行による収入

企 業 債 ４２４,５００
配水管整備及び七和配水池大規模改修事業等に対す
る企業債

工 事 負 担 金 １ 建設改良に対する工事負担金

工 事 負 担 金 １ 配水管整備に対する工事負担金

補 助 金 ８００ 生活基盤施設耐震化等交付金

補 助 金 ８００ 浄水設備、配水管整備に対する交付金

支 出

款 項 目 予定額 (千円） 備　　　　　　　　　　　　　　考

資 本 的 支 出 ９４５,３２６ 建設改良及び企業債償還に要する費用

建 設 改 良 費 ５３６,０２３ 建設改良に要する費用

施 設 費 ４７３,０４０

そ の 他 施 設 費 ６２,９８３ 施設設備の改良及び機械装置等購入に要する費用

企 業 債 償 還 金 ４０２,７５７ 企業債償還に要する費用

企 業 債 償 還 金 ４０２,７５７
建設改良の財源に充てるため発行した企業債の元金
償還金

補 助 金 精 算 金 ６,５４６ 補助金精算に要する費用

補 助 金 精 算 金 ６,５４６
浄水設備、配水管整備に対する交付金の消費税相当
分の返還金
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（単位：千円）

1　業 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
　　　当 年 度 純 利 益 ２，０４７
　　　減 価 償 却 費 ４５５，７９７
　　　貸 倒 引 当 金 の 増 減 額（△は減少） １，９９４
　　　長 期 前 受 金 戻 入 額 △４２，３７６
　　　受 取 利 息 及 び 配 当 金 △２００
　　　支 払 利 息 及 び 企 業 債 取 扱 諸 費 ８１，７５０
　　　有 形 固 定 資 産 除 却 費 ７１，５１５
　　　未 収 金 の 増 減 額（△は増加） △６，２７４
　　　未 払 金 の 増 減 額（△は減少） １４，４３６
　　　た な 卸 資 産 の 増 減 額（△は増加） △７９１
　　　引 当 金 の 増 減 額（△は減少） ７１１
　　　そ の 他 流 動 資 産 の 増 減 額（△は増加） ０
　　　そ の 他 流 動 負 債 の 増 減 額（△は減少） △２７９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　　計 ５７８，３３０
　　　受 取 利 息 及 び 配 当 金 ２００
　　　支 払 利 息 及 び 企 業 債 取 扱 費 △８１，７５０
　　　業 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー ４９６，７８０

2　投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
　　　有 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △６３６，８８２
　　　国 庫 補 助 金 等 に よ る 収 入 ７２７
　　　国 庫 補 助 金 等 の 返 還 に よ る 支 出 △６，５４６
　　　投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △６４２，７０１

3　財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
　　　建 設 改 良 費 等 の 財 源 に 充 て る た め の 企 業 債 に よ る 収 入　　　 ５８３，７００
　　　建 設 改 良 費 等 の 財 源 に 充 て る た め の 企 業 債 の 償 還 に よ る 支 出　　　△４０２，７５７
　　　財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー １８０，９４３

資 金 増 加 額（又は減少額） ３５，０２２
資 金 期 首 残 高 １，２４６，９９１
資 金 期 末 残 高 １，２８２，０１３

２　令和３年度五所川原市水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書　

（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）
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１　総　括

３　令和３年度五所川原市水道事業会計給与費明細書

職　員　数 給　　　与　　　費

特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(2) (2,710) (443) (3,153) (386) (3,539)

10 19 285 74,694 41,348 116,327 35,405 151,732

(2) (415) (1,902) (443) (2,760) (389) (3,149)

15 19 285 76,304 39,100 115,689 40,580 156,269

(△ 415) (808) (393) (△ 3) (390)

△ 5 0 0 △ 1,610 2,248 638 △ 5,175 △ 4,537

管理職員特 時間外勤務

別勤務手当 手　　　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(222) (135) (86)

3,222 17,187 12,635 1,342 1,668 822 1,140 1,524 78 1,730

(222) (135) (86)

3,000 16,332 11,808 1,290 1,316 780 1,260 1,524 60 1,730

222 855 827 52 352 42 △ 120 0 18 0

※（　）内は、再任用短時間勤務職員及びパートタイム会計年度任用職員について外書きしたもの。

区　　　　　　分
法定福利費 合　　計

本　年　度

前　年　度

比　１　較

区　　分
扶養手当 期末手当 勤勉手当 寒冷地手当 通勤手当 住居手当 児童手当 管理職手当

本 年 度

前 年 度

比 較

手当の　　　　
内　訳
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※（　）内は、パートタイム会計年度任用職員について外書きしたもの。

（ア）会計年度任用職員以外の職員

職　員　数 給　　　与　　　費

特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(1) (1,902) (443) (2,345) (386) (2,731)

19 74,694 41,348 116,042 35,405 151,447

(1) (1,902) (443) (2,345) (389) (2,734)

19 76,304 39,100 115,404 40,580 155,984

(△ 3) (△ 3)

0 △ 1,610 2,248 638 △ 5,175 △ 4,537

管理職員特 時間外勤務

別勤務手当 手　　　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(222) (135) (86)

3,222 17,187 12,635 1,342 1,668 822 1,140 1,524 78 1,730

(222) (135) (86)

3,000 16,332 11,808 1,290 1,316 780 1,260 1,524 60 1,730

222 855 827 52 352 42 △ 120 0 18 0

※（　）内は、再任用短時間勤務職員について外書きしたもの。

（イ）会計年度任用職員

職　員　数 給　　　与　　　費

特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(1) (808) (808) (808)

(1) (415) (415) (415)

(△ 415) (808) (393) (393)

区　　　　　　分
法定福利費 合　　計

本　年　度

前　年　度

比　１　較

区　　分
扶養手当 期末手当 勤勉手当 寒冷地手当 通勤手当 住居手当 児童手当 管理職手当

本 年 度

前 年 度

比 較

区　　　　　　分
法定福利費 合　　計

本　年　度

前　年　度

比　１　較

手当の　　　　
内　訳
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３　給料及び手当の状況

（１） 職員１人当たり給与

（２） 初　任　給

２　給料及び手当の増減額の明細

区 分 増減額 (千円） 増 減 事 由 別 内 訳 ( 千 円 ） 説　　明 備　　　　　　　　　考

給 与 改 定 に 伴 う

増 加 分

昇 給 に 伴 う

増 加 分

給 与 改 定 に 伴 う

増 加 分

区　　　　　　　　　　　　分 行　政　職 単純労務職

平 均 給 料 月 額 (円） ３２６，０２２ １５８，４７７

平 均 給 与 月 額 (円） ３５２，４２７ １６５，５７７

平 均 年 齢 (歳） ４６歳　　８月 ６２歳　　６月

平 均 給 料 月 額 (円） ３１３，７５５ １５８，４７７

平 均 給 与 月 額 (円） ３３８，５８０ １６５，５７７

平 均 年 齢 (歳） ４６歳　　２月 ６１歳　　６月

一般会計の制度

行　政　職　(円） 単純労務職　(円）

高 校 卒 １５０，６００ １４７，９００ １５０，６００ １４７，９００

大 学 卒 １８２，２００ － １８２，２００ －

給 料 △１，６１０ ６７５
本年度昇給に伴う
増分

平均昇給率　1．１５％

そ の 他 の 増 減 分 △２，２８５
職員の異動等に伴
う減分

手 当 ２，２４８

△３３８
支給率の改正によ
る減分

期末手当　　　△３３８

そ の 他 の 増 減 分 ２，５８６
職員の異動等に伴
う増分

扶養手当　　　　２２２　　通勤手当　　　　　３５２
期末手当　　１，１９３　　住居手当　　　　　　４２
勤勉手当　　　　８２７　　児童手当　　　　△１２０
寒冷地手当　　　　５２　　管理職特別勤務手当　１８

令和３年１月１日現在

令和２年１月１日現在

区 分 行　政　職　(円） 単純労務職　(円）
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※（　）内は再任用短時間勤務職員について外書きしたもの。

（級別の基準となる職務）

（３） 級 別 職 員 数

行 政 職 単 純 労 務 職

級 職員数（人） 構成比（％） 級 職員数（人） 構成比（％）

７　級 ７　級

６　級 １ ５．３ ６　級

５　級 ３ １５．８ ５　級

４　級 ８ ４２．１ ４　級

３　級 １ ５．３ ３　級

（１） （１００．０）

１　級 ２ １０．５ １　級

（１） （１００．０）

７　級 ７　級

６　級 １ ５．０ ６　級

５　級 ３ １５．０ ５　級

４　級 ６ ３０．０ ４　級

３　級 ３ １５．０ ３　級

（１） （１００．０）

１　級 ３ １５．０ １　級

（１） （１００．０）

区 分 ７　級 ６　級 ５　級 ４　級 ３　級 ２　級 １　級

行 政 職 部 長 参 事 課 長 課 長 補 佐 係 長 主 任 主 事

単 純 労 務 職 － － 技能技師・技能主事

区 分

２　級 ４ ２１．０ ２　級

計 １９ １００．０ 計

２　級 ４ ２０．０ ２　級

計 ２０ １００．０ 計

令和３年１月１日現在

令和２年１月１日現在
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（４） 昇　給

区　　　　　　　　　　　　分 行 政 職

職 員 数(Ａ) (人) １９

昇 給 に 係 る 職 員 数(Ｂ) (人) １３

１号給 (人)

２号給 (人)

３号給 (人)

４号給 (人) １３

６号給 (人)

８号給 (人)

比 率(Ｂ) ／（Ａ）(％) ６８．４

職 員 数（Ａ）(人) ２０

昇 給 に 係 る 職 員 数（Ｂ）(人) １５

１号給 (人)

２号給 (人)

３号給 (人) １

４号給 (人) １４

６号給 (人)

８号給 (人)

比 率(Ｂ) ／（Ａ）(％) ７５．０

号給数内訳

号給数内訳

本
１　　
１
年　　
１　　
１
度

前
１　
１
年　
１　
１　
度
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（５） 期 末 手 当　・　勤 勉 手 当

（６） 定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

（７） その他の手当

支 給 期 別 支 給 率 支 給 率 計 職 制 上 の 段 階 、 職 務 の

６月 (月分） １２月 (月分） (月分） 級 等 に よ る 加 算 措 置

（１．１２５） （１．１２５） （２．２５）

２．１２５　 ２．１２５　 ４．２５　

（１．１２５） （１．１２５） （２．２５）

２．１５　 ２．１５　 ４．３０　

（１．１２５） （１．１２５） （２．２５）

２．１２５　 ２．１２５　 ４．２５　

※（　）内は再任用職員の支給率

20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 最 高 限 度 退 職 時

(月分） (月分） (月分） (月分） 特 別 昇 給

・定年前早期退職特例措置

(2％～45％加算）

・職務の級に応じた調整額

・定年前早期退職特例措置

(2％～45％加算）

・職務の級に応じた調整額

区 分 一 般 会 計 の 制 度 と の 異 同 差 異 の 内 容

扶 養 手 当 同　　　　じ 無

住 居 手 当 同　　　　じ 無

通 勤 手 当 同　　　　じ 無

区 分 備 考

本 年 度 有

前 年 度 有

一 般 会 計 の 制 度 有

区 分 その他の加算措置等 備　　考

支 給 率 等 ２４．５８６８７５ ３３．２７０７５ ４７．７０９ ４７．７０９ 無

一 般 会 計 の 制 度
( 支 給 率 等 ）

２４．５８６８７５ ３３．２７０７５ ４７．７０９ ４７．７０９ 無
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４　債務負担行為に関する調書

(単位：千円）

前年度末までの支払 当該年度以降の支

義務発生（見込）額 払義務発生予定額

当 年 度 損 益
勘定留保資金

配 水 管 布 設 替 令和４年度から

工 事 設 計 業 務 令和４年度まで

令和４年度から

令和４年度まで

事　　　　　　　項 限 度 額

左の財源内訳

期　　間 金　　額 期　　間 金　　額 給水収益 企業債

１３,０００ １３,０００ １３,０００

配 水 管 布 設 替 工 事 ２００,０００ ２００,０００ ２００,０００
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１
（１）

イ
ロ
ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

チ

（２）
イ
ロ

（３）
イ

２
（１）
（２）

（３）

５　令和３年度五所川原市水道事業予定貸借対照表

（令和４年３月３１日）

資　　　　産　　　　の　　　　部
（単位：千円）

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

土 地 339,236
立 木 430
建 物 843,983
減 価 償 却 累 計 額 △ 457,174 386,809
構 築 物 18,865,740
減 価 償 却 累 計 額 △ 9,363,985 9,501,755
機 械 及 び 装 置 2,205,368
減 価 償 却 累 計 額 △ 1,448,216 757,152
車 両 運 搬 具 17,959
減 価 償 却 累 計 額 △ 14,724 3,235
工 具 、 器 具 及 び 備 品 75,634
減 価 償 却 累 計 額 △ 68,683 6,951
建 設 仮 勘 定 50,214

有 形 固 定 資 産 合 計 11,045,782
無 形 固 定 資 産

ダ ム 使 用 権 7,636
電 話 加 入 権 123

無 形 固 定 資 産 合 計 7,759
投 資 そ の 他 の 資 産

そ の 他 投 資 26
投 資 そ の 他 の 資 産 合 計 26
固 定 資 産 合 計 11,053,567

流 動 資 産
現 金 ・ 預 金 1,282,013
未 収 金 180,060

貸 倒 引 当 金 △ 10,365 169,695
貯 蔵 品 25,050

流 動 資 産 合 計 1,476,758
資 産 合 計 12,530,325
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３
（１）

４
（１）
（２）
（３）
（４）

５
（１）

６
７
（１）

イ
ロ
ハ
ニ

 

負　　　　債　　　　の　　　　部

固 定 負 債
企 業 債 5,079,614

固 定 負 債 合 計 5,079,614

流 動 負 債
企 業 債 380,148
未 払 金 121,967
引 当 金 11,779
その他流動負 債 35,246

流 動 負 債 合 計 549,140

繰 延 収 益
長 期 前 受 金 2,394,009
収 益 化 累 計 額 △ 1,323,911

繰 延 収 益 合 計 1,070,098
負 債 合 計 6,698,852

資　　　　本　　　　の　　　　部

資 本 金 4,534,060
剰 余 金

利 益 剰 余 金
減 債 積 立 金 742,007
利 益 積 立 金 162,477
建 設 改 良 積 立 金 390,882
当年度未処分利益剰余金 2,047

利 益 剰 余 金 合 計 1,297,413
剰 余 金 合 計 1,297,413
資 本 合 計 5,831,473
負 債 資 本 合 計 12,530,325
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１
（１）
（２）
（３）

２
（１）
（２）
（３）
（４）
（５）
（６）

３
（１）
（２）
（３）
（４）
（５）

４
（１）

５
（１）

６
（１）

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）
（単位：千円）

営 業 収 益
給 水 収 益 1,330,880
受 託 工 事 収 益 1
そ の 他 の 営 業 収 益 4,010 1,334,891

営 業 費 用
原 水 及 び 浄 水 費 444,867
配 水 及 び 給 水 費 127,852
業 務 費 72,707
総 係 費 55,824
減 価 償 却 費 453,871
資 産 減 耗 費 4,611 1,159,732

営 業 利 益 175,159
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 483
他 会 計 負 担 金 5,618
加 入 金 18,903
長 期 前 受 金 戻 入 43,362
雑 収 益 5,392 73,758

営 業 外 費 用
支払利息及び企業債取扱諸費 85,532 85,532 △ 11,774

経 常 利 益 163,385
特 別 利 益

過 年 度 損 益 修 正 益 1 1
特 別 損 失

過 年 度 損 益 修 正 損 909 909 △ 908
当 年 度 純 利 益 162,477
前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 0
その他の未処分利益剰余金変動額 0
当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 162,477

６　令和２年度五所川原市水道事業予定損益計算書
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（２）

（３）

７　令和２年度五所川原市水道事業予定貸借対照表

（令和３年３月３１日）

資　　　　産　　　　の　　　　部
（単位：千円）

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

土 地 339,236
立 木 430
建 物 843,983
減 価 償 却 累 計 額 △ 447,513 396,470
構 築 物 17,862,144
減 価 償 却 累 計 額 △ 9,062,147 8,799,997
機 械 及 び 装 置 2,212,137
減 価 償 却 累 計 額 △ 1,417,506 794,631
車 両 運 搬 具 17,959
減 価 償 却 累 計 額 △ 14,108 3,851
工 具 、 器 具 及 び 備 品 75,634
減 価 償 却 累 計 額 △ 67,881 7,753
建 設 仮 勘 定 489,842

有 形 固 定 資 産 合 計 10,832,210
無 形 固 定 資 産

ダ ム 使 用 権 8,909
電 話 加 入 権 123

無 形 固 定 資 産 合 計 9,032
投 資 そ の 他 の 資 産

そ の 他 投 資 26
投 資 そ の 他 の 資 産 合 計 26
固 定 資 産 合 計 10,841,268

流 動 資 産
現 金 ・ 預 金 1,246,991
未 収 金 173,786

貸 倒 引 当 金 △ 8,371 165,415
貯 蔵 品 24,259

流 動 資 産 合 計 1,436,665
資 産 合 計 12,277,933
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３
（１）

４
（１）
（２）
（３）
（４）

５
（１）

６
７
（１）

イ
ロ
ハ

 

負　　　　債　　　　の　　　　部

固 定 負 債
企 業 債 4,876,062

固 定 負 債 合 計 4,876,062

流 動 負 債
企 業 債 402,757
未 払 金 107,531
引 当 金 11,430
その他流動負 債 35,525

流 動 負 債 合 計 557,243

繰 延 収 益
長 期 前 受 金 2,297,633
収 益 化 累 計 額 △ 1,282,431

繰 延 収 益 合 計 1,015,202
負 債 合 計 6,448,507

資　　　　本　　　　の　　　　部

資 本 金 4,534,060
剰 余 金

利 益 剰 余 金
減 債 積 立 金 742,007
建 設 改 良 積 立 金 390,882
当年度未処分利益剰余金 162,477

利 益 剰 余 金 合 計 1,295,366
剰 余 金 合 計 1,295,366
資 本 合 計 5,829,426
負 債 資 本 合 計 12,277,933
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注記
１ 重要な会計方針

（１）資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法
イ　有形固定資産
　　・減価償却の方法　　定額法による。
　　・主な耐用年数
　　　建物　　　　　　　１５～５０年
　　　構築物　　　　　　４０年
　　　機械及び装置　　　　８年
　　　車両運搬具　　　　　５年
　　　工具、器具及び備品　５～１５年
ロ　無形固定資産
　　・減価償却の方法　　定額法による。
　　・主な耐用年数
　　　ダム使用権　　　　５５年

（３）引当金の計上方法
イ　退職給付引当金
　　　職員の退職手当は、青森県市町村職員退職手当組合における積立金相当額を超過した場合、一般会計が負担するため退職
　　給付引当金は計上していない。
ロ　賞与引当金
　　　職員の期末手当及び勤勉手当等の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額（
　　１２月から３月までの４カ月分）を計上している。
ハ　貸倒引当金
　　　債権の不納欠損による損失に備えるため、回収不能見込額を計上している。

（４）消費税及び地方消費税の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ リース契約により使用する固定資産
（１）リース会計に係る特例措置

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

３ 長期継続契約に係るリース債務
　通常の売買取引の方法に準じた会計処理を行ったリース取引に係るリース債務のうち、地方自治法第２３４条の３に基づく長期継続
契約に係るものは以下の金額である。

　　１年内　　
　　１年超
　　　計

３，５８５，７３２円
５，２９４，１７８円
８，８７９，９１０円
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４ その他の注記
（１）引当金の取崩し

　当事業年度において、職員の期末手当及び勤勉手当等の支給のために、賞与引当金１１，４３０千円を取り崩しする予定である。
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